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性指標が解説された。⼼拍の R 波間隔(R-R 間隔)を⽤いた、
心拍変動性スペクトルの解析手順に関して、プロトコルごと
に詳述された。さらに、パワースペクトル密度(Power Spec-
tral Density: PSD[msec2/Hz])の計算から抽出される低周波
成分(LF)と⾼周波成分(HF)の⽐(LF/HF)は、交感神経活動
の指標として近年、多⽤されてきた。しかし、2010 年頃か
らなされてきた LF/HF 指標についての再考では、交感神経
活動と副交感神経活動は拮抗的に働かず、かつ両者が同時亢
進、あるいは同時低下をすることも示唆されてきたために、
現在の研究では、LF/HF 指標は交感神経活動の指標として
は⽀持されていないという説明がなされた。	
３．参加者について 
参加者構成は、⼤学の研究者や学生が6割強、会社員が4割
弱などであり、総勢36名の盛会となった。割合を図-2に示す。
特に、企業研究員が2割を超えており、⽣理計測とその評価
手法に対する研究開発部門の関⼼の⾼さがうかがえた。	
	
４．おわりに 
特に医療・福祉の分野では、個人の容態にきめ細かく対応
できるケア技術が希求されている。センサ技術の小型集積化、
無線化と計算処理技術の向上とともに、人体力学や人体生理
学に立脚したマテリアル・プロダクトのデザインに加えて、
情動や感性といった心理学的な側面を巧みにコントロール
できるデザイン解をも、高度に満足させることが必要である。	 	
また、大学の社会に対する役割も変わってきており、イノ
ベーティブな研究・開発活動を展開していくためには、産官
学の重層的な関係性を強固にしていかねばならない。環境デ
ザイン研究所がそうした活動を推進できることを期待する。	
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図—2 講演会への参加者の割合：左・学内外別、中・年代別、右・所属別 
■　32　環境デザイン研究所 2018 年度活動報告
